
(57)【要約】

【課題】急勾配用地の廃棄物処分場などの造成に好適な

補強土工法を提供する。

【解決手段】崖下底部用地２の崖地１と離して設けた基

礎８上に所定高さの擁壁１２を順次構築し、擁壁１２と

崖地１との間にあって、擁壁１２の背面からやや離れた

位置に遮水性盛土１４を施工し、これの内部に補強材１

５を埋設し、この先端を擁壁１２の背面に連結し、盛土

１４の養生後、盛土１４と擁壁１２の背面の間に形成さ

れた隙間にあって補強材１５に設けた調整手段１５ａの

調整により擁壁１２の角度を調整し、間詰材１６により

盛土１４と擁壁との間を埋め戻すことを繰返すことによ

り、擁壁１２の築造と同時に擁壁１２と地山との間に所

定水平厚みの遮水性補強層土４を造成する。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 礎 上 に 所 定 高 さ の 擁 壁 を 順 次 上 部 側 に 継 足 し な が ら 構 築 す る 工 程 と 、
前 記 擁 壁 の 背 面 側 に あ っ て 該 擁 壁 の 背 面 か ら や や 離 れ た 位 置 に セ メ ン ト 安 定 処 理 土 か ら な
る 遮 水 性 盛 土 材 を 所 定 厚 み に 施 工 す る と と も に 、 当 該 遮 水 性 盛 土 内 に ア ン カ ー と な る 補 強
材 を 水 平 に 埋 設 し 、 そ の 先 端 を 擁 壁 背 面 に 連 結 す る 工 程 と 、
遮 水 性 盛 土 材 の 養 生 後 、 前 記 盛 土 材 と 擁 壁 の 背 面 の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 に あ っ て 、 前 記 補
強 材 に 設 け た 調 整 手 段 の 調 整 に よ り 、 前 記 擁 壁 の 立 設 角 度 を 調 整 し 、 し か る 後 、 セ メ ン ト
安 定 処 理 土 等 か ら な る 間 詰 材 に よ り 、 前 記 遮 水 性 盛 土 と 擁 壁 と の 間 を 埋 め 戻 す 工 程 と
を 所 定 の 高 さ ま で 繰 返 す こ と に よ り 、
前 記 擁 壁 の 構 築 と 同 時 に 、 そ の 背 面 と 地 山 と の 間 に 所 定 水 平 厚 み の 遮 水 性 補 強 土 層 を 造 成
す る こ と を 特 徴 と す る 遮 水 機 能 付 補 強 土 工 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 擁 壁 は 、 基 礎 上 に 所 定 間 隔 を お い て 立 設 さ れ 、 か つ 盛 土 高 さ に 応 じ て 順 次 上 方 に 連 結
さ れ る 複 数 の 親 杭 と 、 該 親 杭 間 に 差 込 ま れ て 立 設 状 態 に 支 持 さ れ 、 か つ 中 央 を 前 記 盛 土 側
に 向 け て ア ー チ 状 に 湾 曲 膨 出 さ せ た 複 数 の 壁 面 ボ ー ド か ら な り 、 前 記 補 強 材 の 擁 壁 接 続 端
を 前 記 親 杭 の 背 面 に 締 結 す る こ と で 、 親 杭 を 介 し て 隣 合 う 壁 面 ボ ー ド を 自 立 状 態 に 保 持 し
、 か つ 上 下 の 壁 面 ボ ー ド 間 を 遮 水 材 を 介 し て 接 続 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 遮 水 機 能 付 補 強 土 工 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 擁 壁 の 表 面 側 底 部 に 地 山 排 水 材 を 敷 設 し 、 該 排 水 材 を 前 記 底 部 に 埋 設 さ れ た 集 排 水 手
段 に 接 続 す る と と も に 、 前 記 遮 水 性 盛 土 材 後 部 と 地 山 ま た は 普 通 土 に よ り 造 成 さ れ る 盛 土
と の 間 に 前 記 排 水 材 と 連 続 す る 地 山 排 水 材 を 鉛 直 に 介 在 さ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
ま た は ２ に 記 載 の 遮 水 機 能 付 補 強 土 工 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 鉛 直 な 壁 面 を 備 え た 廃 棄 物 処 分 場 な ど に 適 用 し て 好 適 な 遮 水 機 能 付 補 強 土 工 法
に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
廃 棄 物 処 分 場 に お い て は 、 廃 棄 物 が 投 棄 さ れ る 処 分 場 の 内 部 と 周 囲 地 盤 と を 完 全 隔 離 す る
た め に 各 種 遮 水 構 造 が 採 用 さ れ て い る 。 各 遮 水 構 造 は 、 以 下 に 述 べ る 種 類 に 大 別 さ れ る 。
（ １ ） 地 山 に 遮 水 シ ー ト を 二 重 に 敷 設 す る 。
（ ２ ） 地 山 に 土 質 遮 水 層 ま た は ア ス フ ァ ル ト コ ン ク リ ー ト を 施 工 し 、 そ の 表 面 に 遮 水 シ ー
ト を 敷 設 す る 。
（ ３ ） 地 山 に 吹 付 け モ ル タ ル を 施 工 し 、 そ の 表 面 に 遮 水 シ ー ト ま た は ア ス フ ァ ル ト を 敷 設
す る 。
（ ４ ） 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト の 床 、 壁 を 構 築 し 、 そ の 内 側 に 遮 水 シ ー ト ま た は ア ス フ ァ ル ト を
敷 設 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の う ち 、 （ １ ） の 工 法 は 、 地 山 の 勾 配 が 急 な 場 合 に は 、 つ り 下 げ 構 造 と な り 、 共 用 時 の
シ ー ト 引 込 が 懸 念 さ れ る 。 ま た 、 （ ２ ） の 工 法 は 、 同 じ く 勾 配 が 急 な 場 合 に は 、 重 機 に よ
る 転 圧 締 固 め が 困 難 で あ り 、 場 合 に よ っ て は 施 工 が 不 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 （ １ ） 、 （ ２
） の 工 法 は 、 勾 配 ５ ０ ％ 以 下 あ る い は 保 有 水 位 以 下 （ 環 境 庁 告 示 に 規 定 さ れ て い る 構 造 基
準 ） の 場 所 で の 施 工 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ れ に 対 し 、 （ ３ ） 、 （ ４ ） の 工 法 で は 、 勾 配 ５ ０ ％ 以 上 、 か つ 保 有 水 位 以 上 の 場 所 に 適
合 す る が 、 （ ３ ） の 工 法 で は 、 地 山 の 性 状 に 左 右 さ れ 、 適 用 範 囲 が 限 定 さ れ る 。 ま た （ ４
） の 工 法 で は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の ひ び 割 れ の 問 題 や 施 工 コ ス ト が 高 い な ど の 問 題 が あ
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る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
と こ ろ で 、 本 出 願 人 は 、 先 に 鉛 直 盛 土 工 法 お よ び こ れ に 用 い ら れ る 擁 壁 を 開 発 し た （ 特 許
文 献 １ 参 照 ） 。 こ の 発 明 は 、 所 要 位 置 に 擁 壁 を 立 設 し 、 擁 壁 背 面 に 盛 土 を 施 工 し 、 か つ 盛
土 内 に 前 記 擁 壁 を ア ン カ ー 支 持 す る ア ン カ ー 筋 を 固 定 す る 工 程 を 順 次 擁 壁 を 上 に 継 足 し な
が ら 行 う 工 法 に お い て 、 前 記 擁 壁 は 、 中 央 を 前 記 盛 土 側 に 向 け て ア ー チ 状 に 湾 曲 膨 出 さ せ
た 土 留 板 と 、 横 方 向 に 隣 合 う 土 留 板 の 端 部 に 配 置 さ れ て 土 留 板 同 士 を 連 結 す る 親 杭 か ら な
り 、 前 記 第 二 の ア ン カ ー 筋 の 擁 壁 接 続 端 を 前 記 親 杭 に 締 結 す る こ と で 、 親 杭 を 介 し て 隣 合
う 土 留 板 間 を 連 結 す る と と も に 、 土 留 板 を 自 立 状 態 に 保 持 す る も の で あ る 。 こ の 発 明 に よ
れ ば 、 土 留 め 板 の 土 圧 方 向 に 対 す る ア ー チ 形 状 と 、 親 杭 が 盛 土 内 に 保 持 さ れ た ア ン カ ー 筋
に 結 合 す る こ と で 、 土 圧 に 対 す る 耐 力 を 十 分 に 確 保 で き る と い う 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 願 ２ ０ ０ １ － ３ ９ １ ９ ９ ６
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
と こ ろ で 、 本 発 明 者 ら は 、 前 記 発 明 に お け る 盛 土 層 を 遮 水 性 材 料 で 構 成 す る こ と に よ り 、
周 囲 地 盤 と 擁 壁 で 仕 切 ら れ た 側 が 完 全 隔 離 さ れ る こ と 、 お よ び 擁 壁 を 上 に 継 足 し て い く た
め の 継 手 を 遮 水 性 材 料 で 構 成 す る こ と で 、 鉛 直 に 仕 切 ら れ る 廃 棄 物 処 分 場 の 遮 水 構 造 に 利
用 で き る こ と に 着 目 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 以 上 の 着 想 に 基 づ き な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 鉛 直 ま た は こ れ に 近
い 急 勾 配 な 仕 切 を 備 え た 廃 棄 物 処 分 場 な ど の 造 成 に 好 適 な 遮 水 機 能 付 補 強 土 工 法 を 提 供 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 工 法 は 、 基 礎 上 に 所 定 高 さ の 擁 壁 を 順 次 上 部 側 に 継 足 し
な が ら 構 築 す る 工 程 と 、 前 記 擁 壁 の 背 面 側 に あ っ て 該 擁 壁 の 背 面 か ら や や 離 れ た 位 置 に セ
メ ン ト 安 定 処 理 土 か ら な る 遮 水 性 盛 土 材 を 所 定 厚 み に 施 工 す る と と も に 、 当 該 遮 水 性 盛 土
内 に ア ン カ ー と な る 補 強 材 を 水 平 に 埋 設 し 、 そ の 先 端 を 擁 壁 背 面 に 連 結 す る 工 程 と 、 遮 水
性 盛 土 材 の 養 生 後 、 前 記 盛 土 材 と 擁 壁 の 背 面 の 間 に 形 成 さ れ た 隙 間 に あ っ て 、 前 記 補 強 材
に 設 け た 調 整 手 段 の 調 整 に よ り 、 前 記 擁 壁 の 立 設 角 度 を 調 整 し 、 し か る 後 、 セ メ ン ト 安 定
処 理 土 等 か ら な る 間 詰 材 に よ り 、 前 記 遮 水 性 盛 土 と 擁 壁 と の 間 を 埋 め 戻 す 工 程 と を 所 定 の
高 さ ま で 繰 返 す こ と に よ り 、 前 記 擁 壁 の 構 築 と 同 時 に 、 そ の 背 面 と 地 山 と の 間 に 所 定 水 平
厚 み の 遮 水 性 補 強 土 層 を 造 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。 従 っ て 、 本 発 明 で は 、 鉛 直 ま た は こ
れ に 近 い 急 勾 配 法 面 を も っ た 廃 棄 物 処 分 場 な ど の 特 に 遮 水 性 を 要 求 さ れ る 土 構 造 物 の 造 成
に 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 に お い て 、 前 記 擁 壁 は 、 基 礎 上 に 所 定 間 隔 を お い て 立 設 さ れ 、 か つ 盛 土 高 さ
に 応 じ て 順 次 上 方 に 連 結 さ れ る 複 数 の 親 杭 と 、 該 親 杭 間 に 差 込 ま れ て 立 設 状 態 に 支 持 さ れ
、 か つ 中 央 を 前 記 盛 土 側 に 向 け て ア ー チ 状 に 湾 曲 膨 出 さ せ た 複 数 の 壁 面 ボ ー ド か ら な り 、
前 記 補 強 材 の 擁 壁 接 続 端 を 前 記 親 杭 の 背 面 に 締 結 す る こ と で 、 親 杭 を 介 し て 隣 合 う 壁 面 ボ
ー ド を 自 立 状 態 に 保 持 し 、 か つ 上 下 の 壁 面 ボ ー ド 間 を 遮 水 材 を 介 し て 接 続 す る も の で あ る
こ と が 好 ま し い 。 こ の 発 明 に よ れ ば 、 土 圧 に 対 す る 耐 力 が 十 分 に あ り 、 か つ 築 造 中 で の 鉛
直 度 な ど の 調 整 が 簡 単 で あ り 、 し か も 得 ら れ た 擁 壁 そ の も の に 遮 水 性 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 で は 、 前 記 擁 壁 の 表 面 側 底 部 に 地 山 排 水 材 を 敷 設 し 、 該 排 水 材 を 前 記 底 部
に 埋 設 さ れ た 集 排 水 手 段 に 接 続 す る と と も に 、 前 記 遮 水 性 盛 土 材 後 部 と 地 山 ま た は 普 通 土
に よ り 造 成 さ れ る 盛 土 と の 間 に 前 記 排 水 材 と 連 続 す る 地 山 排 水 材 を 鉛 直 に 介 在 さ せ る こ と
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が で き る 。 こ の 場 合 、 地 山 側 か ら の 排 水 を 排 水 材 に 迂 回 さ せ つ つ 、 集 排 水 手 段 側 に 排 出 で
き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 の 形 態 に つ き 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ ， ２ は 本 発 明 に か か る 遮 水 機 能 付 補 強 土 工 法 の 施 工 手 順 を 示 す も の で あ る 。 図 １ （ ａ
） は 、 自 然 状 態 の 地 山 を 示 し て い る 。 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 自 然 状 態 に お い て 地 山 は 急
傾 斜 の 崖 地 １ と こ れ の 直 下 よ り 連 続 す る 比 較 的 平 坦 な 崖 下 底 部 ２ か ら な る 地 形 で あ り 、 こ
の 底 部 ２ を 廃 棄 物 処 分 場 ３ の 用 地 と し 、 処 分 場 ３ を 崖 地 １ の 下 部 か ら 所 定 距 離 Ｌ 分 だ け 離
し て 造 成 し 、 そ の 境 界 線 Ｏ の 内 側 を 処 分 場 ３ と し 、 崖 地 １ と 境 界 線 Ｏ と の 間 の 距 離 Ｌ を 水
平 厚 み と し て 後 述 す る 遮 水 性 補 強 土 層 ４ を 造 成 す る と と も に 、 境 界 線 Ｏ 上 に 後 述 す る 擁 壁
を 築 造 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま ず 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 底 部 用 地 を ２ を 整 地 し 、 次 い で （ ｃ ） に 示 す よ う に 整 地 し た 底
面 に 地 山 排 水 材 と し て の 砕 石 ５ を 敷 設 し 、 そ の 端 部 を 処 分 場 ３ 側 の 底 面 に 同 じ く 砕 石 ５ で
囲 わ れ 状 態 で 配 管 さ れ た 地 下 集 排 水 管 ６ に 連 通 さ せ て お き 、 そ の 後 、 砕 石 ５ の 上 部 に 土 質
系 遮 水 材 料 と し て の ベ ン ト ナ イ ト ・ 土 砂 混 合 土 ７ 等 を 撒 き 出 し 、 敷 き 均 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 の 作 業 後 は 、 （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 境 界 線 Ｏ の 位 置 に 擁 壁 の コ ン ク リ ー ト 基 礎 ８ を 造
成 し 、 処 分 場 ３ 側 で は 、 ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 ７ の 表 面 に 遮 水 シ ー ト ９ （ ま た は ア ス フ ァ ル
ト 、 以 下 略 ） を 敷 設 し て そ の 表 面 を 覆 い 、 そ の 上 部 適 宜 位 置 に 砕 石 ５ で 囲 わ れ た 状 態 の 滲
出 水 集 排 水 管 １ ０ を 配 管 し 、 保 護 土 １ １ で 覆 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 ８ 上 に は 擁 壁 １ ２ の 最 下 段 が 立 設 さ れ 、 以 後 は 遮 水 性 補 強 土 層 ４
の 造 成 と 擁 壁 １ ２ の 築 造 が 行 わ れ る 。 な お 、 遮 水 シ ー ト ９ は 処 分 場 ３ の 端 縁 か ら 擁 壁 １ ２
の 施 工 高 さ に 応 じ て そ の 側 面 に 沿 っ て 鉛 直 に 延 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ２ は 以 上 の 初 期 工 事 終 了 後 に お け る 遮 水 性 補 強 土 層 ４ の 造 成 並 び に 擁 壁 １ ２ の 構 築 手 順
を 示 す も の で あ り 、 前 記 擁 壁 １ ２ の 構 築 後 、 （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 一 層 目 の 遮 水 性 盛 土
材 １ ４ が 撒 き 出 さ れ 、 バ ッ ク ホ ウ な ど で 整 地 さ れ る 。 盛 土 材 １ ４ は 、 土 砂 に セ メ ン ト を 混
入 し た セ メ ン ト 安 定 処 理 土 な ど の 不 透 水 性 地 層 相 当 の 遮 水 性 盛 土 材 （ 透 水 係 数 ≦ １ ． ０ ×
１ ０ － ５ ｃ ｍ ／ ｓ に 設 定 ） で あ り 、 コ ン ク リ ー ト 基 礎 ８ か ら ５ ０ ｃ ｍ 程 度 以 上 離 れ た 位 置
に 所 定 の 法 勾 配 と な る よ う 撒 き 出 さ れ る 。 そ の 後 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 転 圧 ロ ー ラ に よ る
転 圧 締 固 め が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
次 い で 、 （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 作 業 員 の 手 に よ り 第 一 層 目 の 盛 土 材 １ ４ の 表 面 に ア ン カ ー
と し て の 補 強 材 １ ５ が 設 置 さ れ 、 そ の 先 端 を 擁 壁 １ ２ に 接 合 す る 。 次 に 、 （ ｄ ） ， （ ｅ ）
に 示 す よ う に 、 第 二 層 目 の 盛 土 材 １ ４ の 撒 き 出 し と 整 地 お よ び 転 圧 締 固 め が な さ れ る 。 こ
の 二 層 目 は 一 層 目 の 法 勾 配 と 連 続 し た 法 勾 配 で 施 工 さ れ 、 補 強 材 １ ５ は 盛 土 材 １ ４ 内 に 埋
め 殺 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
例 え ば 施 工 翌 日 等 の 盛 土 材 が 固 化 し た 後 、 補 強 材 １ ５ の 先 端 側 に 露 出 し た 調 整 手 段 と し て
の タ ー ン バ ッ ク ル １ ５ ａ を 調 整 す る こ と で 、 擁 壁 １ ２ の 壁 面 傾 斜 を 鉛 直 に 調 整 し 、 そ の 後
（ ｆ ） に 示 す よ う に 、 間 詰 材 １ ６ を 壁 面 と 盛 土 材 １ ４ 間 に 間 詰 し 、 手 動 タ ン パ ー な ど に よ
っ て ラ ン マ 転 圧 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
間 詰 材 １ ６ は 土 砂 に セ メ ン ト を 混 合 し た セ メ ン ト 安 定 処 理 土 で あ る 。 な お 、 当 該 間 詰 材 と
し て 、 ベ ン ト ナ イ ト 等 を セ メ ン ト 安 定 処 理 土 に 付 加 混 合 す る こ と に よ っ て 、 透 水 係 数 を １
． ０ × １ ０ － ６ ｃ ｍ ／ ｓ 以 下 に 設 定 す る こ と も 可 能 で あ り 、 前 記 遮 水 性 盛 土 材 １ ４ よ り 一

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-232232 A 2004.8.19



桁 高 い 遮 水 性 を 備 え た も の と す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 一 回 の 施 工 で 擁 壁 １ ２ に 加 わ
る 土 圧 は 約 ５ ０ ｃ ｍ 以 上 の 水 平 厚 み 分 と な る が 、 間 詰 材 １ ６ の 固 化 後 、 土 圧 は 取 除 か れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
（ ｇ ） は 以 上 の 作 業 を ２ 回 繰 返 し 、 ４ 層 分 の 盛 土 材 １ ４ を 造 成 し 、 間 詰 材 １ ６ で 隙 間 を 充
填 し た 後 、 高 さ が 足 り な く な っ た 擁 壁 １ ２ を 上 部 に 継 足 す 作 業 を 示 し て お り 、 継 手 部 に は
遮 水 用 パ ッ キ ン １ ７ （ 遮 水 材 ） が 介 在 さ れ 、 継 手 部 分 の 遮 水 性 を 確 保 し て い る 。 ま た 、 遮
水 シ ー ト ９ は こ の 擁 壁 １ ２ の 処 分 場 ３ 側 表 面 を 覆 う べ く 上 部 側 に 延 設 さ れ る 。 遮 水 シ ー ト
９ の 擁 壁 １ ２ に 対 す る 接 合 は 、 例 え ば 接 着 ま た は 溶 着 に よ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 上 の 作 業 後 、 再 度 、 （ ａ ） か ら の 一 連 の 作 業 が 計 画 高 さ ま で 繰 返 さ れ る 。 な お 、 前 述 の
ご と く 遮 水 性 盛 土 材 １ ４ の 造 成 は 、 例 え ば １ 日 に ２ 層 が 原 則 と し て 行 わ れ る が 、 こ れ 以 上
の 施 工 速 度 で 盛 土 を 実 施 す る 場 合 に は 、 間 詰 材 １ ６ と し て 、 強 度 発 現 の 早 い セ メ ン ト を 用
い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ は 擁 壁 １ ２ の 一 例 を 示 す も の で あ る 。 こ の 擁 壁 １ ２ は 、 例 え ば Ｈ 形 鋼 か ら な り 、 コ ン
ク リ ー ト 基 礎 ８ 上 に 所 定 ピ ッ チ で 立 設 さ れ る 複 数 の 親 杭 １ ２ １ と 、 親 杭 １ ２ １ 間 に 両 端 が
支 持 さ れ 、 土 圧 側 に 向 け て 湾 曲 膨 出 す る 複 数 の 高 靱 性 の 薄 型 コ ン ク リ ー ト ボ ー ド な ど か ら
な る 壁 面 ボ ー ド １ ２ ２ と 、 補 強 材 １ ５ の 後 端 に ナ ッ ト 等 に よ り 定 着 さ れ て 親 杭 １ ２ １ の 鉛
直 性 を 保 持 す る た め の 例 え ば 断 面 Ｌ 字 状 ア ン カ ー 材 １ ２ ３ と を 備 え て い る ほ か 、 図 示 し な
い が 上 下 の 壁 面 ボ ー ド １ ２ ２ 間 の 接 合 部 お よ び 親 杭 １ ２ １ と 壁 面 ボ ー ド １ ２ ２ と の 連 結 部
に は 前 述 す る パ ッ キ ン １ ７ （ 遮 水 材 ） が 介 在 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 補 強 材 １ ５ の 先 端 は 親 杭 １ ２ １ の ウ エ ブ に 形 成 さ れ た 取 付 け 孔 に 鈎 形 係 合 し 、 盛
土 材 １ ４ の 固 化 後 に 間 詰 位 置 に 露 出 す る タ ー ン バ ッ ク ル １ ５ ａ を 調 整 す る こ と で 、 親 杭 １
２ １ の 鉛 直 度 を 調 整 す る 。 従 っ て 、 遮 水 性 補 強 土 層 ４ の 造 成 高 さ が 順 次 高 く な る に つ れ て
親 杭 １ ２ １ の 継 足 し と パ ッ キ ン １ ７ を 介 し て 壁 面 ボ ー ド １ ２ ２ の 親 杭 １ ２ １ 間 に 差 込 み 作
業 を 行 う こ と で 、 遮 水 性 補 強 土 層 ４ の 造 成 と 同 時 進 行 で 擁 壁 １ ２ 高 さ 方 向 へ の 継 足 し が な
さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ４ ～ 図 ６ は 以 上 の 作 業 手 順 に よ り 完 成 し た 遮 水 性 補 強 土 層 ４ お よ び 処 分 場 ３ 内 外 を 仕 切
る 擁 壁 １ ２ を 示 す も の で あ る 。 各 図 に お い て 、 遮 水 性 補 強 土 層 ４ は 崖 地 １ の 天 端 ま で 盛 土
材 １ ４ の 盛 土 と 補 強 材 １ ５ の 設 置 に よ っ て 複 数 層 に 分 け て 造 成 さ れ て お り 、 目 的 高 さ ま で
造 成 し た 後 は 、 擁 壁 １ ２ の 天 端 位 置 に は 天 端 コ ン ク リ ー ト １ ８ の 施 工 と そ れ に 引 続 く ア ス
フ ァ ル ト 舗 装 な ど の 表 面 舗 装 １ ９ が 施 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 前 記 敷 地 底 部 に 配 置 さ れ た 砕 石 ５ に 連 続 し て 元 の 崖 地 １ と の 境 界 に 沿 っ て 鉛 直 方 向
に 砕 石 １ ５ が 充 填 介 在 さ れ 、 ま た 元 の 崖 地 １ と 砕 石 ５ の 間 に は 現 地 土 な ど の 普 通 土 砂 ２ ０
が 盛 土 あ る い は 場 所 に よ っ て は 切 土 さ れ 、 こ れ ら と 元 の 崖 地 １ を 含 む 地 山 か ら 生 ず る 排 水
は 砕 石 ５ を 通 じ て 地 下 集 排 水 管 ６ に 集 水 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 間 詰 材 １ ６ の 擁 壁 １ ２ の 背 面 に 対 す る 充 填 長 さ は 、 要 求 さ れ る 遮 水 性 能 に も よ る が
、 例 え ば 前 述 の ご と く 最 低 箇 所 で も ５ ０ ｃ ｍ 以 上 、 遮 水 性 補 強 土 層 ４ の 水 平 層 厚 （ Ｌ ） は
５ ｍ 以 上 で あ り 、 こ れ ら に よ り 地 山 と 処 分 場 ３ 内 は 完 全 に 遮 水 状 態 に 隔 離 さ れ る う え 、 擁
壁 １ ２ を 構 成 す る 壁 面 ボ ー ド １ ２ ２ 間 は パ ッ キ ン １ ７ の 介 在 に よ り 完 全 遮 水 さ れ 、 さ ら に
擁 壁 １ ２ の 処 分 場 ３ 側 壁 面 は 遮 水 シ ー ト ９ に よ り 全 面 被 覆 さ れ て い る た め 、 極 め て 確 実 な
遮 水 構 造 に よ り 、 周 囲 地 山 と 処 分 場 ３ 間 を 隔 離 す る こ と に な る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
な お 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 鉛 直 な 擁 壁 １ ２ を 構 築 し な が ら そ の 背 面 と 地 山 と の 間 に 遮 水 性
補 強 土 層 ４ を 構 築 し た が 、 擁 壁 １ ２ と し て 、 鉛 直 で は な く 多 少 地 山 側 に 傾 斜 し た 急 勾 配 に
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構 築 す る こ と も 可 能 で あ る こ と は 勿 論 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 本 発 明 を 鉛 直 な い し
急 勾 配 の 壁 面 を も っ た 廃 棄 物 処 分 場 に 適 用 し た 場 合 を 示 し た が 、 遮 水 性 を 要 求 さ れ る 溜 池
な ど の 遮 水 構 造 に も 適 用 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 に よ り 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ る 遮 水 機 能 付 補 強 土 工 法 は 、 鉛 直 ま た は こ
れ に 近 い 急 勾 配 な 仕 切 を 備 え た 廃 棄 物 処 分 場 な ど の 造 成 に 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 本 発 明 工 法 を 廃 棄 物 処 分 場 に 適 用 し た 場 合 に お け る 施 工 初 期 段
階 の 造 成 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） ～ （ ｇ ） は 遮 水 性 補 強 土 層 の 造 成 と 擁 壁 構 築 手 順 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 擁 壁 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 完 成 し た 遮 水 性 補 強 土 層 の お よ び 擁 壁 の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 同 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 崖 地
２ 　 底 部 用 地
４ 　 遮 水 性 補 強 土 層
５ 　 地 山 排 水 材 （ 砕 石 ）
６ 　 集 排 水 管 （ 手 段 ）
８ 　 コ ン ク リ ー ト 基 礎
１ ２ 　 擁 壁
１ ２ １ 　 親 杭
１ ２ ２ 　 壁 面 ボ ー ド
１ ４ 　 遮 水 性 盛 土 材
１ ５ 　 補 強 材
１ ５ ａ 　 タ ー ン バ ッ ク ル
１ ６ 　 遮 水 性 間 詰 材
１ ７ 　 遮 水 用 パ ッ キ ン
１ ８ 　 天 端 コ ン ク リ ー ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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